
2024年８月29日 

令和６年度　農村RMO中央研修会受講等報告書 

参加者　作本眞悟　大野隆男　田上勝紀 

表題の件について、研修会受講等の報告を致します。 

研修等実施日時：2024年８月19日（月）～21日（水） 
研修実施場所等：東京都内 
研修等受講目的：「将来ビジョン」策定のための先進事例の調査研修 
　　　　　　　　　　地域での自分たちの暮らしを守り続けていくためには、地域の将来 
　　　　　　　　　像（ビジョン）を明確に描き共有する必要があります。将来像（ビジョン）の実現 
　　　　　　　　　の為に、何ができるのか、何をやらなければならないのか、先人達に 
　　　　　　　　　学ぶのが重要であ理、成功や失敗した先例、それらの手法を詳細に検 
　　　　　　　　　討分析する必要がある。 
　　　　　　　　　　地域コミュニティーを維持保全する為に、先人たちが為してきた 
　　　　　　　　　「農用地の保全」、「地域資源の活用」、「生活支援」など多岐に渡 
　　　　　　　　　る活動やシステムを先例として学ぶ必要がある。学ぶことによって、 
　　　　　　　　　実効ある地域の「将来ビジョン」が描けるものと思われます。 

スケジュールや行動歴

マーケティング：１日目（19日　11:00～17:00） 
　①　TBS「ひるおび!」スタジオ見学（11:00～14:00） 
　　　平日、朝の喧騒を抜け、ほっと一息つきたい時に送る3時間 
　　半の情報番組。 メインMCは恵俊彰、八代英輝、アナウン 
　　サーは江藤愛（月～水）皆川玲奈（木～金）。 
　　　今、世の中で起きている気になる話題を、分かりやすく解説します。 午前は、く 
　　らしに役立つ情報をコンパクトにまとめて届ける番組。過去において、日南レモン関 
　　連の報道で、作本眞悟会長が中継で出演した番組。 
　②　「新宿みやざき館KONNE」（16:00～17:00） 
　　　　東京新宿にある宮崎のアンテナショップ「新宿みやざき 
　　　館KONNE」。宮崎県の物産や観光に関する情報を首都圏で 
　　　発信し、同時に首都圏でのニーズを地元にフィードバックす 
　　　る受発信のアンテナとして、1998年から現在地で営業。地 
　　　域資源の販路拡大等への連携について、可能性調査。 



マーケティング：２日目（20日　09:30～11:00） 
　○　株式会社スミフルジャパン（09:30～11:00） 
　　　株式会社スミフルジャパンは、主にバナナ・アボカド・ 
　　パイナップルなどの果実を輸入・販売する企業。 
　　　柑橘類等の生果、加工品等のインターネット販売事業の 
　　サポートや加工品開発へのアドバイス、ブランド確立、販路開拓等への意見交換並び 
　　にアドバイスを受ける。 

研修会：１日目（20日　11:00～18:30） 
　①　全体研修　持続可能な地域社会の創り方（農村RMO進化論） 
　　　　　　　　　講師：上越市創造行政研究所　藤山　浩所長 
　　　　　　　　　感想：　農村RMOを熟知した人達と講師の間の講義であり、新規取 
　　　　　　　　　　　　り組み者にとっては、雲の上の話であった。理想像を語られて 
　　　　　　　　　　　　も現実との乖離が極端でイメージするのが難しい講義であっ 
　　　　　　　　　　　　た。現実的具体的な内容での講義であって欲しかった。 
　②　分科会　　農村RMO事業から広がる生活支援の動き 
　　　　　　　　　講師：NPO法人スサノオ嵐　佐田地域づくり協議会 
　③　分科会　　地域資源の活用を考える 
　　　　　　　　　講師：農業法人秋津野取締役　木村則夫 
　④　交流会　　各団体関係者等との名刺交換会 

研修会：２日目（21日　09:00～16:30） 
　①　全体研修　農村RMOは誰と、どう活動を組み立てたら良いか 
　　　　　　　　　講師：弘前大学大学院　平井太郎教授 
　　　　　　　　　感想：理想論も必要だが具体例を示して欲しかった。 
　②　ワークショップ　ファシリテーションの技術や村づくりの戦略等について学ぶ 
　　　　　　　　　講師：弘前大学大学院　平井太郎教授 
　　　　　　　　　感想：「地域計画」策定を行っている現状では、参考にならなかっ 
　　　　　　　　　　　　た。 

全体を通しての感想 
　①　理想論も良いけど、失敗事例が一番参考になると思う。 
　②　失敗事例を発表する事は難しいと思うが、どの様な事例があったのか知りたい。 
　③　今回の研修で、我が組織の意識や活動との格差を感じた。 
　④　今年度の活動を通じて、将来ビジョンの策定を急がなければならない。 
　⑤　事業開始年度研修、事業開始から2～３年度の研修、自走研修の個別の研修の必要 
　　性を感じた。 



研修を通して得た成果 
　①　地域のあるべき「将来ビジョン」の必要性を再認識 
　②　組織運営のあり方について、構成員の意識を醸成する必要性 
　③　課題解決に向けた地域全体で当事者意識を醸成する必要性 
　④　 
　⑤　 

研修にかかった経費 
　予算：222,000円 

　精算：￥222,020円（▲20円　内訳については別紙参照） 

研修関係の記録写真


